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農耕地からの一酸化二窒素ガス発生を削減し作物の増収・減農薬を  

実現する革新的微生物資材の開発 
 
１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人 東京大学 妹尾 啓史 
 
２ 研究期間：2018～2020年度（3年間） 

 

３ 研究目的 

環境調和型農業技術の確立を目指し、土壌微生物や土壌動物の機能

を活用して N2O 発生削減と作物増収・減農薬を実現する革新的な微生

物資材の開発を行う。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  N2O削減・土壌病害防除微生物資材の開発 

植物系繊維の施用で増加する菌食性小型土壌動物とそれらが摂食

する N2O生成糸状菌・土壌病害糸状菌を解析する。繊維を担体として

拮抗微生物を資材化した試作品を作製し病害防除効果を調べる。 
（東京大学大学院農学生命科学研究科、新潟県農業総合研究所、（株）ロム） 

 

② 革新的な N2O削減・ダイズ増収根粒菌資材の開発 

実績のある「根粒菌の圃場ループ育種」技術の原理の解明とさらな

る N2O 削減と増収を目指し、その技術の最適化と全国展開のための

パケージ化を行う。さらに、選抜根粒菌の Nos強化株の作出を行う。 
（東北大学大学院生命科学研究科、十勝農業協同組合連合会） 

    

５ 達成目標 

植物系繊維施用がもたらす N2O 削減のメカニズムと土壌病害抑止効

果を解明し、拮抗菌を保持した資材試作品を作製する。土着菌競合・ダ

イズ増収・N2O削減能の高い根粒菌の育種技術を確立し資材化する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

土壌病害防除と N2O 発生削減の両効果を有する微生物資材ならびに、

従来資材以上のダイズ増収と大幅な N2O 発生削減の両効果を有するダ

イズ根粒菌資材が実用化され、環境調和型農業に貢献する。 

 
【連絡先 国立大学法人 東京大学 03-5841-5139】 
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